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は
じ
め
に

本
稿
は
、
ま
だ
斯
界
に
広
く
認
知
さ
れ
て
い
な
い
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
正

暦
寺
起
縁
』
に
つ
い
て
の
基
礎
的
検
討
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
本
史
料
は
、『
平

安
遺
文
』
や
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
「
平
安
遺
文
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー

ス（
１
）

」
に
も
未
収
録
の
も
の
で
あ
る
。

『
正
暦
寺
起
縁
』
は
、
そ
の
記
述
の
内
容
を
信
用
す
れ
ば
、
八
・
九
世
紀
の

大
和
国
宇
陀
郡
の
売
券
や
一
〇
世
紀
の
民
部
省
移
、
一
〇
世
紀
の
正
暦
寺
の
縁

起
や
資
財
帳
を
伴
う
重
要
な
史
料
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
所
収
売
券
に

記
載
さ
れ
て
い
る
売
買
対
象
地
に
は
、『
万
葉
集
』
巻
一
―
四
五
〜
四
九
番
歌

等
に
詠
ま
れ
る
宇
陀
の
阿
騎
野
の
比
定
地
付
近
も
含
ま
れ
て
お
り（

２
）

、
こ
れ
が
真

正
な
古
文
書
で
あ
れ
ば
、
奈
良
県
の
古
代
史
だ
け
で
な
く
『
万
葉
集
』
研
究
に

も
資
す
る
も
の
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
本
史
料
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
っ
た
。

し
か
し
、
検
討
の
結
果
、
こ
れ
ら
全
て
に
偽
文
書
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
こ
の
た
め
、
本
史
料
が
古
代
史
研
究
に
使
用
し
得
る
真
正
な
史
料

で
あ
る
の
か
、
偽
文
書
と
し
て
そ
の
製
作
の
背
景
等
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
対
象

『
正
暦
寺
起
縁
』
の
基
礎
的
検
討

 

吉
原　

啓

で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
、
本
史
料
の
位
置
付
け
を
明
確
に
し
た
い
。

『
正
暦
寺
起
縁
』
と
は
、
国
会
図
書
館
が
所
蔵
す
る
二
巻
の
巻
子
に
仕
立
て

ら
れ
た
史
料
で
あ
る
。
国
会
図
書
館
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
［
１
］［
２
］
の
番
号

を
付
し
て
お
り
、
さ
ら
に
書
袋
が
付
属
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
お
お
よ
そ
の
書
誌

情
報
を
記
す
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
釈
文
と
写
真
は
本
稿
末
尾
に

掲
載
し
た
。

『
正
暦
寺
起
縁
』［
１
］

外
題
：
正
暦
寺
縁
起　

宇
陀
郡
収
納
（
後
補
）

内
題
：
な
し

装
丁
：
巻
子
装
（
改
装
）

法
量
：
縦
三
四
・
四
㎝

『
正
暦
寺
起
縁
』［
２
］

外
題
：
正
暦
寺
縁
起
（
後
補
）

内
題
：
正
暦
寺
起
縁

装
丁
：
巻
子
装
（
改
装
）

法
量
：
縦
三
二
・
七
㎝

墨
界
：
界
高
二
七
・
一
㎝
、
界
幅
二
・
三
㎝
。

蔵
書
印
：
巻
頭
に
「
帝
国
／
図
書
／
館
蔵
」、「
図
／
明
治
四
〇
・
三
・
二
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六
．
購
求
」
の
朱
印
あ
り
。

書
袋墨

書
：
正
暦
寺
起
縁　
天
平
年
間
宇
陀
郡
収
納
状
四
枚
添

法
量
：
縦
三
三
・
四
㎝
、
横
一
五
・
三
㎝

ど
ち
ら
も
題
箋
に
は
「
正
暦
寺
縁
起
」
と
あ
る
が
、［
２
］
の
内
題
に
「
正

暦
寺
起
縁
」
と
あ
る
た
め
、
国
会
図
書
館
と
同
様
に
内
題
の
名
称
を
採
用
す
る

方
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
本
史
料
は
、
二
〇
一
一
年
三
月
三
一
日
に
国
会
図
書
館

に
よ
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
さ
れ
て
い
る（

３
）

。

こ
の
う
ち
［
１
］
に
は
、
八
・
九
世
紀
の
売
券
、
一
〇
世
紀
の
寄
進
状
及
び

民
部
省
移
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。［
２
］
に
は
「
正
暦
寺
起
縁
」（
縁
起
及
び
資

財
部
）
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

本
史
料
に
つ
い
て
、
筆
者
が
国
会
図
書
館
に
対
し
て
事
務
文
書
開
示
請
求
を

行
っ
て
「
和
漢
書
原
簿　

明
治
39
年
度
購
求　

甲
」（
以
下
「
原
簿
」
と
表
記
）

を
閲
覧
し
た
と
こ
ろ
、
後
に
国
会
図
書
館
に
統
合
さ
れ
た
帝
国
図
書
館
が
、
明

治
四
〇
年
三
月
二
六
日
に
本
史
料
を
個
人
か
ら
購
入
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
そ
の
際
、
本
史
料
は
「
写
本
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
、

帝
国
図
書
館
と
し
て
原
本
か
写
本
か
を
判
断
し
た
の
で
は
な
く
、
手
書
き
資
料

を
「
写
本
」
と
分
類
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る（

４
）

。

ま
た
、「
原
簿
」
の
「
冊
数
」
の
項
に
は
「
１
軸
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
、［
２
］
の
端
に
の
み
帝
国
図
書
館
の
蔵
書
印
が
押
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
合
わ
せ
考
え
る
と
、
購
入
時
に
は
一
巻
だ
け
の
装
丁
だ
っ
た
も
の
を
後
に
分

割
し
た
、
も
し
く
は
、
村
上
紀
夫
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
が
、
現
在
の
［
２
］
だ

け
が
巻
子
装
で
、［
１
］
に
収
録
さ
れ
て
い
る
古
文
書
類
は
装
丁
さ
れ
て
お
ら
ず
、

棒
な
ど
に
巻
き
付
け
ら
れ
て
い
た
だ
け
の
状
態
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
付
属

す
る
書
袋
が
二
巻
の
巻
子
状
の
も
の
が
入
り
そ
う
な
大
き
さ
を
し
て
い
る
こ
と
、

書
袋
の
墨
書
「
天
平
年
間
宇
陀
郡
収
納
状
四
枚
添
」
の
「
添
」
を
、
巻
子
装
で

な
い
文
書
を
ま
と
め
た
だ
け
の
状
態
と
考
え
る
な
ら
、
後
者
の
方
が
妥
当
で
あ

ろ
う
か（

５
）

。
購
入
後
に
何
ら
か
の
理
由
で
改
装
が
施
さ
れ
、
現
在
の
形
に
な
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る（

６
）

。

一
、『
正
暦
寺
起
縁
』［
１
］
の
検
討

本
節
で
は
、『
正
暦
寺
起
縁
』［
１
］
に
収
録
さ
れ
て
い
る
古
文
書
に
つ
い
て
、

個
別
に
検
討
す
る
。

第
一
紙
（
以
下
、
Ⅰ
と
略
称
。
第
二
紙
以
下
も
同
じ
）
法
量　

縦
約
二
九
・
四

㎝
、
横
約
三
八
・
三
㎝

こ
れ
は
、
仁
和
三
年
（
八
八
七
）
の
年
紀
を
も
つ
墾
田
売
券
の
内
容
に
な
っ

て
い
る
。
ま
ず
、
事
書
で
注
意
す
べ
き
は
、「
佐
山
郷
」
の
郷
名
で
あ
る
。
宇

陀
郡
佐
山
郷
は
倭
名
抄
に
記
載
の
な
い
郷
名
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
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た
文
書
の
中
で
は
、
偽
文
書
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
仁
寿
三
年
（
八
五
三
）

宇
陀
郡
売
券
に
の
み
見
え
る
も
の
で
あ
る（

７
）

。
ま
た
、
売
買
対
象
地
が
「
十
二
条

中
田
西
」
と
の
み
表
記
さ
れ
て
い
て
、「
○
条
○
里
○
○
坪
」
と
い
う
通
常
の

条
里
表
記
が
と
ら
れ
な
い
こ
と
も
、
本
史
料
の
真
正
性
に
つ
い
て
疑
義
が
持
た

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
買
主
に
つ
い
て
の
情
報
が
、
事
実
書
中
の
「
同
郷
戸
主
従
八
位
下

広
麻
呂
」
の
み
で
あ
る
こ
と
は
重
大
な
疑
義
を
生
ず
る
。
こ
の
表
記
に
は
氏
姓

が
欠
け
て
お
り
、
本
文
書
だ
け
で
は
誰
に
墾
田
を
売
却
し
た
の
か
が
不
明
確
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
記
載
だ
け
で
は
売
券
と
し
て
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
。

売
券
は
、
い
つ
、
ど
こ
の
誰
が
、
ど
の
土
地
を
、
ど
こ
の
誰
に
、
い
く
ら
で
売

却
し
た
の
か
が
必
要
不
可
欠
な
情
報
と
し
て
記
載
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
売
買

契
約
が
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
Ⅰ
の
よ
う
に
買
主
の
表
記
が
曖

昧
な
売
券
は
異
例
で
あ
る
。
ま
た
、
墾
田
主
の
後
に
署
名
す
る
連
署
人
二
名
に

五
保
や
「
保
証
」
等
の
肩
書
が
な
い
こ
と
も
、
や
や
不
審
で
あ
る
。

さ
ら
に
ま
た
、
事
書
・
事
実
書
・
郡
判
の
表
記
が
、
偽
文
書
の
指
摘
が
あ
る

大
同
二
年
（
八
〇
七
）
宇
陀
郡
売
券
と
ほ
ぼ
共
通
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

同
売
券
は
、
延
暦
二
一
年
（
八
〇
二
）
近
江
国
愛
智
郡
売
券
の
引
き
写
し
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る（

８
）

。
売
券
の
細
部
の
書
式
は
、
郡
内
で
共
通
し
た
も

の
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
郡
を
越
え
る
と
同
国
内
で
あ
っ
て
も
相
違
す

る
部
分
が
少
な
く
な
い（

９
）

。
近
江
国
愛
智
郡
と
大
和
国
宇
陀
郡
と
で
細
部
ま
で
共

通
し
た
書
式
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
異
例
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
の
み
な
ら

ず
、
郡
判
ま
で
全
く
同
じ
に
な
る
こ
と
は
、
ま
ず
な
い
は
ず
で
あ
る
。

最
後
に
、捺
印
さ
れ
て
い
る
郡
印
に
つ
い
て
付
言
す
る
。
印
面
法
量
は
約
四
・

四
㎝（
約
一
寸
五
分
）四
方
で
あ
る
。
郡
印
と
し
て
は
一
般
的
な
大
き
さ
で
あ
り
、

「
印
」
の
字
形
も
九
世
紀
以
降
の
特
徴
を
備
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る（

（1
（

。
こ

の
印
は
、
Ⅲ
（
第
三
紙
）
ま
で
同
一
で
あ
る
。
こ
の
点
も
、
Ⅲ
の
天
平
宝
字
二

年
（
七
五
八
）
か
ら
仁
和
三
年
ま
で
同
一
の
印
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
疑
問
が

あ
る
。

第
二
紙
（
Ⅱ
）　

法
量　

縦
約
三
〇
・
〇
㎝
、
横
約
四
〇
・
一
㎝

Ⅰ
と
同
様
、
延
暦
二
年
に
墾
田
を
売
買
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

本
史
料
に
も
疑
義
が
あ
る
。
ま
ず
、
事
書
に
「
佐
山
郷
」
と
あ
る
点
は
Ⅰ
と
同

様
で
あ
る
。
ま
た
、
事
書
に
売
主
の
氏
姓
が
表
記
さ
れ
て
い
な
い
。
署
名
部
に

は
「
宇
田
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
事
書
に
な
い
こ
と
は
不
審
で
あ
る
。

売
買
対
象
地
の
表
記
は
「
十
六
条
九
二
原
田
」
と
あ
り
、
通
常
の
条
里
表
記

と
は
や
や
異
な
る
が
、「
九
」の
後
に「
里
」が
つ
け
ば
通
常
の
条
里
表
記
と
な
る
。

な
お
、
一
段
あ
た
り
の
価
値
は
五
〇
束
で
あ
り
、
Ⅰ
の
約
半
額
で
あ
る
。

買
主
の
表
記
は
「
同
郷
戸
主
田
彦
」
の
み
で
あ
り
、
Ⅰ
と
同
様
に
氏
姓
表
記

が
な
く
、
売
券
と
し
て
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
。
連
署
人
二
名
の
肩
書
が
な
い

こ
と
も
Ⅰ
と
同
じ
で
あ
る
。

連
署
人
の
郡
雑
任
の
職
名
「
徴
部
」「
頭
頂
（
領
）」
は
、
仁
寿
四
年
一
〇
月
二
五

日
及
び
斉
衡
二
年
九
月
二
五
日
の
愛
智
郡
売
券（

（1
（

に
見
え
る
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。

「
徴
部
」「
頭
領
」
と
も
に
、
八
・
九
世
紀
の
売
券
と
し
て
は
愛
智
郡
売
券
に



―92―

『万葉古代学研究年報』第18号（2020 年）

の
み
見
ら
れ
る
郡
雑
任
の
職
名
で
あ
り
、
Ⅰ
と
同
様
に
愛
智
郡
売
券
と
の
共
通

性
が
こ
こ
に
も
見
え
る
。

郡
判
に
は
、
副
擬
大
領
の
次
に
異
質
な
郡
司
職
名
「
 

大
領
」
が
記
さ
れ

る
。
筆
者
は
こ
の
職
名
を
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。
し
か
し
、
郡
判
全
体
と
し

て
見
る
な
ら
ば
、
こ
の
異
質
な
郡
司
職
名
は
、
承
和
一
四
年
（
八
四
六
）
愛
智

郡
売
券（

（1
（

に
や
や
類
似
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
承
和
一
四
年
愛
智
郡
郡
売
券
」（
郡
判
部
分
）

判
之

副
擬
大
領
正
八
位
上
依
知
秦
「
氏
吉
」
擬
主
張
依
知
秦
「
億
義
麿
」

転
擬
大
領
従
八
位
上
依
知
秦
公

擬
少
領
无
位
依
知
秦
公
「
内
守
」

こ
こ
に
は
、
副
擬
大
領
・
転
擬
大
領
・
擬
少
領
・
擬
主
帳
の
判
が
あ
り
、
転

擬
大
領
を
除
け
ば
同
様
の
構
成
と
な
る
。
ま
た
、
転
擬
に
つ
い
て
は
、
転
の
車

篇
が
「

」
と
共
通
し
、
擬
の
旁
の
崩
し
「

」
が
「

」
の
旁
と
類
似
す
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、「
 

大
領
」
は
転
擬
大
領
の
誤
写
、
も
し
く
は
そ
れ
を
参

考
に
し
て
創
作
さ
れ
た
職
名
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

筆
跡
に
つ
い
て
は
、
筆
者
が
見
る
限
り
、
Ⅱ
と
Ⅰ
は
同
筆
と
思
わ
れ
る
。
仁

和
三
年
の
Ⅰ
と
延
暦
二
年
の
Ⅱ
で
筆
跡
が
共
通
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
原

文
書
と
す
る
限
り
起
こ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
原
文
書
の
紛
失

に
よ
り
再
発
行
さ
れ
た
こ
と
や
写
し
で
あ
る
可
能
性
も
考
慮
す
べ
き
だ
が
、
写

し
と
す
る
な
ら
郡
印
ま
で
押
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
不
審
で
あ
る
。
ま
た
、
公
式

な
再
発
行
の
場
合
は
、
山
城
国
葛
野
郡
売
券（

（1
（

の
よ
う
に
、
Ⅰ
に
付
属
し
て
再
発

行
に
伴
う
文
書
が
残
さ
れ
て
い
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
Ⅱ
の
端
裏
・
奥
裏
に
、
宇
陀
郡
印
の
割
印
が
斜
め
に
二
顆
ず
つ
押
さ

れ
て
い
る
。

第
三
紙
（
Ⅲ
）　

法
量　

縦
約
三
一
・
〇
㎝
、
横
約
四
一
・
〇
㎝

こ
れ
が
、『
正
暦
寺
起
縁
』
所
収
文
書
の
中
で
最
も
古
い
天
平
宝
字
二
年
（
七

五
八
）
の
年
紀
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

事
書
に
見
え
る
「
龍
門
郷
」
は
、倭
名
抄
に
記
載
が
な
い
も
の
で
あ
る
。『
吾

妻
鏡
』
四
巻
元
暦
二
年
（
一
一
八
五
）
五
月
二
四
日
条
に
は
「
大
和
国
宇
多
郡

龍
門
牧
」
が
見
え
る
が
、
Ⅲ
を
真
正
な
文
書
と
す
れ
ば
宇
陀
郡
の
郷
名
と
し
て

は
初
出
と
思
わ
れ
る
。
龍
門
地
区
は
、
宇
陀
郡
と
吉
野
郡
の
境
に
あ
り
、
上
龍

門
村
が
昭
和
一
七
年
二
月
一
一
日
に
宇
陀
郡
松
山
町
・
神
戸
村
・
政
始
村
と
合

併
し
、
宇
陀
郡
大
宇
陀
町
と
な
っ
て
い
る（

（1
（

。
そ
の
た
め
、
八
世
紀
に
実
在
し
た

郷
か
、
実
在
し
た
と
し
て
宇
陀
郡
の
郷
だ
っ
た
か
に
疑
問
が
あ
る
。
ま
た
、
事

実
書
部
分
で
買
主
に
言
及
し
た
箇
所
で
は
、「
同
郷
」
で
は
な
く
「
同
荘
」
と

表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
不
審
で
あ
る
。

売
買
対
象
地
の
表
記
は
、「
十
条
二
」
と
あ
る
の
み
で
、
通
常
の
条
里
表
記

で
は
な
い
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
事
書
や
事
実
書
で
は
墾
田
が
売
買
対
象
と
さ

れ
て
い
る
が
、
土
地
の
所
在
地
と
面
積
を
記
載
し
た
箇
所
で
は
「
野
」
と
な
っ

て
い
る
。
売
買
対
象
地
の
地
種
の
表
記
に
揺
れ
が
あ
る
こ
と
は
、
売
券
と
し
て

の
不
備
で
あ
る
。
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一
方
、
買
主
と
し
て
記
さ
れ
る
葛
井
根
道
は
、
正
倉
院
文
書
に
頻
出
す
る
人

名
で
あ
る
。
根
道
は
、
天
平
勝
宝
元
年
（
七
四
九
）
に
造
東
大
寺
司
主
典
、
天

平
宝
字
五
年
に
造
東
大
寺
司
判
官
、
同
七
年
に
造
東
大
寺
司
判
官
・
造
上
山
寺

菩
薩
所
別
当
・
造
瓦
所
別
当
・
東
大
寺
奉
写
経
所
別
当
、
ま
た
、
飲
酒
の
席
で
、

言
語
「
忌
諱
」
に
わ
た
っ
た
と
の
理
由
で
隠
岐
に
流
さ
れ
る
が
、
宝
亀
一
〇
年

（
七
七
九
）
に
は
従
五
位
下
伊
豆
守
と
し
て
見
え
る
人
物
で
あ
る
。
天
平
宝
字

二
年
の
人
物
と
し
て
は
矛
盾
し
な
い
。

本
文
書
で
は
、
売
主
の
氏
姓
は
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
連
署
人
二
名
に
は
肩

書
が
な
い
。
ま
た
、
郡
判
部
分
で
は
、
副
擬
大
領
は
「
広
邦
」
と
あ
る
の
み
で
、

氏
姓
の
表
記
が
な
い
。

な
お
、
筆
跡
は
Ⅰ
Ⅱ
と
は
別
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
四
紙
（
Ⅳ
）　

法
量　

縦
約
二
九
・
二
㎝
、
横
約
三
三
・
八
㎝

本
文
書
は
、
Ⅲ
と
貼
り
継
が
れ
て
継
ぎ
目
に
押
印
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

Ⅲ
で
売
買
さ
れ
た
土
地
に
つ
い
て
長
徳
三
年
（
九
九
七
）
に
葛
井
連
道
連
が
正

暦
寺
の
薬
師
堂
へ
寄
附
し
た
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。道
連
は
氏
姓
や「
当

家
相
伝
」
の
文
言
か
ら
考
え
て
、
根
道
の
子
孫
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、「
件
墾
田
」
以
下
で
は
、
道
連
が
件
の
墾
田
を
正
暦
寺

に
寄
進
し
た
こ
と
を
郡
司
が
承
認
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

本
文
書
は
、
奥
に
「
正
暦
寺
印
」
が
押
さ
れ
て
い
る
。
印
面
法
量
は
縦
七
・

〇
㎝
、
横
六
・
八
㎝
（
約
二
寸
三
分
）
で
あ
る
。
寺
印
に
は
法
量
の
規
定
は
な

い
。
な
お
、
こ
の
寺
印
は
、『
正
暦
寺
起
縁
』［
２
］
に
押
印
さ
れ
て
い
る
も
の

と
同
印
で
あ
る
。

筆
跡
は
、
葛
井
道
連
に
よ
る
部
分
と
郡
判
部
分
は
異
筆
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

Ⅰ
～
Ⅲ
と
も
異
な
る
と
思
わ
れ
る
。

本
文
書
に
も
信
憑
性
が
疑
わ
れ
る
部
分
が
あ
る
。
ま
ず
、
郡
司
職
名
「
軋
大

領
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
Ⅱ
に
見
え
る
「

」
と
同
様
、「
擬
」
字
の
誤
写
か
そ

れ
に
よ
る
創
作
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

次
に
、
郡
判
部
に
年
紀
を
欠
く
こ
と
で
あ
る
。
道
連
の
寄
進
文
言
に
年
紀
が

あ
る
た
め
の
省
略
か
と
思
わ
れ
る
が
、
正
式
な
文
書
と
し
て
は
不
備
が
あ
る
よ

う
に
見
え
る
。

さ
ら
に
は
、
そ
も
そ
も
郡
判
に
複
数
の
郡
領
が
署
名
し
て
い
る
こ
と
も
不
審

で
あ
る
。
一
〇
世
紀
末
か
ら
一
一
世
紀
に
か
け
て
は
、
郡
司
は
一
郡
に
一
人
と

な
る
一
員
郡
司
に
移
行
し
て
い
く
時
期
で
あ
る（

（1
（

。
寛
和
三
年
（
九
八
七
）
の
年

紀
を
も
つ
「
桜
嶋
挙
本
家
地
売
券（

（1
（

」
は
、
宇
陀
郡
の
土
地
が
売
買
さ
れ
て
い
る

売
券
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
郡
司
の
署
名
は
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
と

同
じ
土
地
に
つ
い
て
の
天
元
五
年
（
九
八
二
）
公
験
焼
失
状
に
は
、「
行
事
」

一
名
の
み
で
郡
判
を
加
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
Ⅳ
で
複
数
の
郡
領

が
署
名
し
て
い
る
こ
と
に
疑
問
が
あ
る
。

な
お
、
Ⅲ
と
Ⅳ
の
印
影
の
色
は
、
継
目
お
よ
び
Ⅳ
に
押
さ
れ
て
い
る
印
影
の

方
が
明
る
い
色
味
を
し
て
お
り
、
色
調
が
異
な
っ
て
い
る
。

第
五
紙
（
Ⅴ
）　

法
量　

縦
約
三
二
・
四
㎝
、
横
約
四
三
・
二
㎝

本
文
書
は
、
売
券
や
寄
進
状
で
は
な
い
。
長
徳
四
年
（
九
九
八
）
に
民
部
省
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か
ら
正
暦
寺
に
宛
て
ら
れ
た
移
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
内
容
は
、
長
徳

四
年
六
月
二
日
か
ら
八
日
に
か
け
て
神
泉
苑
で
行
わ
れ
た
請
雨
祈
祷
料
と
し
て
、

米
五
斗
を
支
給
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
神
泉
苑
で
の
祈
雨
は
し
ば

し
ば
記
録
に
現
れ
る
が
、
長
徳
四
年
六
月
の
祈
雨
は
他
の
記
録
に
な
い（

（1
（

。

官
司
か
ら
寺
院
に
対
し
て
牒
で
な
く
移
が
用
い
ら
れ
た
事
例
と
し
て
は
、
正

倉
院
文
書
中
に
官
司
と
東
大
寺
（
司
）
の
間
で
相
互
に
発
給
さ
れ
た
移
が
複
数

あ
る
。
平
安
時
代
以
降
、
官
か
ら
寺
へ
の
移
は
少
な
い
が
、
平
治
元
年
（
一
一

五
九
）
の
大
隅
国
留
守
所
移
（
台
明
寺
充（

（1
（

）
が
あ
る
。

僧
侶
へ
の
祈
祷
料
の
米
支
給
を
民
部
省
が
行
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
疑
問

が
あ
る
。『
西
宮
記
』
に
は
、「
祈
雨
事
」
と
し
て
「
大
極
殿
御
読
経
・
神
泉
請

雨
経
法
、
七
大
寺
僧
集
東
大
寺
読
経
。
其
施
供
、
或
用
本
国

正
税
、
或
用
本
寺
供
。

」
と
あ
り
、
祈
雨
に
関
わ

る
施
供
は
本
国
ま
た
は
本
寺
の
財
源
か
ら
支
出
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
が

Ⅴ
で
は
、
大
和
国
で
な
く
民
部
省
か
ら
の
支
給
と
な
っ
て
お
り
、
尋
常
の
手
続

き
で
は
な
い
こ
と
に
な
る（

（1
（

。

ま
た
、位
署
に
も
疑
問
が
あ
る
。ま
ず
、「
従
六
位
下
行
大
允
津
嶋
朝
臣
行
道
」

に
つ
い
て
、
八
省
に
お
い
て
は
「
大
丞
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
が
「
大
允
」
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
八
省
大
丞
の
官
位
相
当
は
正
六
位
下
で
あ
る
た
め
、
津

嶋
行
道
が
従
六
位
下
な
ら
ば
「
行
」
で
は
な
く
「
守
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。
た

だ
し
、
こ
れ
が
仮
に
主
税
寮
の
大
允
な
ら
ば
、
官
位
相
当
は
正
七
位
下
で
あ
る

の
で
「
行
」
と
あ
る
こ
と
は
問
題
な
い
。
次
い
で
署
名
す
る
「
従
七
位
上
行
少

録
韓
国
連
倍
麻
呂
」
の
場
合
は
、
八
省
少
録
の
官
位
相
当
は
正
八
位
上
で
あ
る

た
め
、「
行
」
で
問
題
な
い
。

一
方
、
こ
こ
で
署
名
し
て
い
る
の
が
二
等
官
・
三
等
官
・
四
等
官
で
あ
る
点

は
、
や
や
疑
問
が
あ
る
も
の
の
前
例
は
あ
る
。
養
老
公
式
令
移
式
条
に
は
、
移

は
作
成
責
任
者
の
主
典
と
長
官
の
み
が
位
署
す
る
と
あ
る
が
、
本
文
書
で
は
少

録
だ
け
で
な
く
大
允
ま
で
署
名
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
三
等
官
と
四
等
官
が
署

名
す
る
例
は
正
倉
院
文
書
中
に
複
数
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
偽
文
書
と
す
る
こ

と
は
で
き
な
い（

（2
（

。
な
お
、
大
輔
の
署
名
に
つ
い
て
は
、
長
官
が
欠
け
て
い
る
場

合
は
次
官
が
署
名
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
正
倉
院
文
書
中
に
も
事
例
が
あ

る（
（2
（

こ
と
か
ら
、
問
題
は
な
い
。

筆
跡
は
、
こ
れ
ま
で
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
と
思
わ
れ
る
。

民
部
省
印
の
印
面
法
量
は
縦
六
・
五
㎝
、
横
六
・
六
㎝
（
約
二
寸
一
分
半
）

で
あ
る
。
養
老
公
式
令
天
子
神
璽
条
に
は
、
諸
司
印
は
方
二
寸
二
分
と
規
定
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
に
近
い
。
一
方
で
、
印
形
は
現
在
知
ら
れ
て
い
る
ど
の
印
形

と
も
異
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、本
文
書
に
捺
印
さ
れ
て
い
る「
正
暦
寺
印
」は『
正
暦
寺
起
縁
』［
２
］

に
捺
印
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
じ
で
あ
り
、
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、［
２
］

も
偽
文
書
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
と
同
印
が
押
さ
れ
て
い
る
本
文

書
の
信
憑
性
に
も
疑
義
が
生
じ
よ
う
。

以
上
、『
正
暦
寺
起
縁
』［
１
］
所
収
の
古
文
書
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
Ⅰ
～
Ⅲ
は
後
世
に
作
成
さ
れ
た
偽
文
書
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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Ⅳ
に
つ
い
て
も
、
後
述
す
る
よ
う
に
後
世
の
偽
作
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
も
の

と
思
わ
れ
る
。
Ⅴ
も
、
た
だ
ち
に
偽
文
書
と
断
定
す
る
こ
と
が
た
め
ら
わ
れ
る

も
の
の
、
偽
文
書
の
可
能
性
が
あ
る
。

Ⅰ
～
Ⅲ
を
偽
文
書
と
す
る
根
拠
は
、
第
一
に
買
主
表
記
が
曖
昧
で
あ
る
こ
と

（
Ⅰ
Ⅱ
）
と
売
買
対
象
地
表
記
が
曖
昧
で
あ
る
こ
と
（
Ⅰ
Ⅲ
）
で
あ
る
。
こ
れ

は
売
券
と
し
て
致
命
的
な
欠
陥
で
あ
り
、
Ⅰ
～
Ⅲ
が
売
券
と
し
て
成
立
し
た
と

は
考
え
難
い
。
た
だ
し
、
条
里
表
記
に
つ
い
て
は
山
間
部
で
あ
る
た
め
の
例
外

的
な
も
の
の
可
能
性
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
Ⅰ
Ⅱ
の
同
筆
関
係
、
Ⅲ
の
「
同
荘
」
と
い
う
用
字
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
作
成
年
を
信
用
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
何
ら
か
の
理

由
で
原
本
を
紛
失
、
再
発
行
し
た
な
ら
、
葛
野
郡
文
書
の
よ
う
な
手
続
き
が
必

要
と
な
る
が
、
そ
れ
も
見
ら
れ
な
い
。

第
三
に
、
特
に
Ⅰ
Ⅱ
に
愛
智
郡
売
券
と
の
共
通
点
が
伺
え
る
こ
と
で
あ
る
。

宇
陀
郡
売
券
に
つ
い
て
は
、
先
述
の
よ
う
に
大
同
二
年
の
も
の
に
も
愛
智
郡

売
券
の
引
き
写
し
と
さ
れ
る
も
の
が
あ
る（

（2
（

。
次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
少
な
く

と
も
Ⅰ
Ⅱ
は
大
同
二
年
宇
陀
郡
売
券
と
共
に
作
成
さ
れ
た
偽
文
書
と
考
え
ら
れ
、

愛
智
郡
売
券
を
基
に
し
て
複
数
の
宇
陀
郡
売
券
が
偽
作
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。第

四
に
、
八
世
紀
か
ら
一
〇
世
紀
ま
で
の
文
書
Ⅰ
〜
Ⅳ
の
全
て
に
同
じ
印
が

押
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
郡
印
は
全
く
同
じ
も
の
が
何
世
紀
に
も
わ
た
っ

て
使
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
Ⅰ
〜
Ⅲ
は
早
く
と
も
一
〇
世
紀

末
頃
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
Ⅰ
～
Ⅲ
は
早
く
と
も
一
〇
世
紀
末
以
降
の
偽
文
書
で
あ

る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
仮
に
Ⅳ
が
真
正
な
文
書
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
Ⅰ
～
Ⅲ
が

一
〇
世
紀
末
の
Ⅳ
の
時
期
に
偽
造
さ
れ
た
可
能
性
が
浮
上
す
る
。
し
か
し
、
筆

者
は
Ⅳ
も
含
め
て
そ
れ
よ
り
後
の
時
期
の
偽
造
で
あ
る
と
考
え
る
。

Ⅳ
の
真
偽
に
つ
い
て
も
、「
軋
大
領
」
の
表
記
や
郡
領
が
日
下
に
署
名
す
る

こ
と
、
ま
た
、
一
〇
世
紀
末
に
複
数
の
郡
領
が
連
署
す
る
こ
と
が
不
審
で
あ
る
。

ま
た
、
Ⅳ
お
よ
び
Ⅰ
～
Ⅲ
の
郡
印
に
つ
い
て
考
慮
す
べ
き
別
の
史
料
が
あ
る
。

先
に
も
述
べ
た
Ⅳ
と
近
い
時
期
の
寛
和
三
年
の
年
紀
を
も
つ
「
桜
嶋
挙
本
家
地

売
券
」
で
あ
る
。

『
聆
涛
閣
集
古
帖
』
所
収
の
「
桜
嶋
挙
本
家
地
売
券
」
の
宇
陀
郡
印

※
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館 

総
合
資
料
学
情
報
基
盤
シ
ス
テ
ムkhirin

［
聆
涛
閣
集
古
帖
］
印
章
１（

（2
（
　

よ
り

こ
こ
に
押
さ
れ
て
い
る
郡
印
は
、
Ⅰ
〜
Ⅳ
の
郡
印
と
は
全
く
異
な
っ
て
お
り
、
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筆
跡
も
異
な
る（

（2
（

。
一
〇
世
紀
末
の
年
紀
を
持
つ
Ⅳ
の
郡
印
が
他
の
一
〇
世
紀
末

の
宇
陀
郡
印
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
Ⅳ
は
さ
ら
に
後
世

に
偽
造
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
方
が
適
切
で
は
な
い
か
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
Ⅰ

～
Ⅲ
が
一
〇
世
紀
末
の
Ⅳ
の
時
期
に
偽
造
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
Ⅳ
も
含
め

て
さ
ら
に
後
世
に
偽
造
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
Ⅰ
〜
Ⅳ
が
一
〇
世
紀
末
よ
り
後
の
偽
文
書
で
あ
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
正
倉
院
文
書
に
見
え
る
葛
井
根
道
の
名
が
Ⅲ
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
Ⅰ
〜
Ⅳ
が
偽
造
さ
れ
た
年
代
は
、
正
倉
院
文
書
の
写
本
が
流
布
し
た

近
世
末
以
降（

（2
（

、
帝
国
図
書
館
が
『
正
暦
寺
起
縁
』
を
買
い
入
れ
た
明
治
四
〇
年

ま
で
の
可
能
性
が
高
い
。

Ⅴ
に
つ
い
て
は
、
や
や
判
断
が
難
し
い
。
先
述
し
た
位
署
や
米
の
支
給
元
に

関
し
て
は
疑
義
が
持
た
れ
る
。
ま
た
、
偽
文
書
と
思
わ
れ
る
［
２
］（
後
述
）

と
同
じ
「
正
暦
寺
印
」
が
押
さ
れ
る
こ
と
も
信
憑
性
を
低
く
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
長
徳
四
年
の
請
雨
祈
祷
と
民
部
省
官
人
た
ち
は
、
と
も
に
他
の
史
料
か
ら

存
在
を
確
認
で
き
な
い
。

た
だ
し
、
請
雨
祈
祷
そ
の
も
の
は
、
こ
の
当
時
神
泉
苑
で
よ
く
行
わ
れ
て
い

た
。
ま
た
、
請
雨
経
法
は
一
一
〜
一
二
世
紀
初
頭
に
か
け
て
衰
退
し
、
一
一
世

紀
後
半
か
ら
神
泉
苑
で
は
孔
雀
経
御
読
経
が
登
場
す
る
と
い
う（

（2
（

。
現
在
の
正
暦

寺
に
は
鎌
倉
時
代
の
孔
雀
明
王
像
が
残
さ
れ
て
お
り
、
一
〇
世
紀
末
時
点
で
も

正
暦
寺
が
祈
雨
に
関
わ
り
の
深
い
寺
院
で
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
Ⅴ
に
つ
い
て
も
信
憑
性
に
疑
問
が
持
た
れ
る
が
、
現
時

点
で
は
偽
文
書
で
あ
る
と
の
断
定
は
避
け
た
い
。

二
、『
正
暦
寺
起
縁
』
所
収
売
券
の
関
連
文
書
の
検
討

『
正
暦
寺
起
縁
』
所
収
売
券
に
は
、
い
く
つ
か
の
関
連
文
書
が
あ
る
。
第
一

節
で
言
及
し
た
大
同
二
年
宇
陀
郡
売
券
（
ⅵ
）
及
び
養
老
六
年
（
七
二
二
）
宇

陀
郡
売
券
（
ⅶ
）
で
あ
る
（
本
稿
末
尾
に
掲
載
）。

ⅵ
は
『
平
安
遺
文
』
に
四
三
二
八
番
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に

「
但
筆
蹟
印
形
共
ニ
疑
ハ
シ
キ
モ
ノ
ア
リ
。」
と
注
記
さ
れ
て
お
り
、
紹
介
さ

れ
た
当
初
か
ら
そ
の
真
偽
が
疑
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
宮
本
救
氏
や
伊
藤
寿

和
氏
が
検
討
を
加
え
、
延
暦
二
一
年
愛
智
郡
売
券
の
引
き
写
し
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
見
解
は
首
肯
で
き
る
も
の
で
あ
る（

（2
（

。

今
回
、
筆
者
は
奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
に
お
け
る
奈
良
県
に
関
わ
る
古
代
史

料
の
調
査
の
一
環
で
、
大
東
急
記
念
文
庫
が
所
蔵
す
る
本
史
料
を
実
見
す
る
機

会
を
得
た
。
そ
の
結
果
、
ⅵ
と
『
正
暦
寺
起
縁
』［
１
］
所
収
の
Ⅰ
Ⅱ
が
同
筆

と
思
わ
れ
、
宇
陀
郡
印
に
つ
い
て
は
Ⅰ
～
Ⅳ
と
も
同
印
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を

確
認
し
た
。
本
史
料
は
、
大
東
急
記
念
文
庫
に
お
い
て
公
開
準
備
中
と
の
こ
と

で
あ
り
、
史
料
全
体
の
画
像
は
公
開
で
き
な
い
も
の
の
、
ご
厚
意
に
よ
り
郡
判

部
分
の
公
開
を
ご
許
可
い
た
だ
い
た
。

画
像
を
見
る
と
、「
権
」「
外
」「
擬
」「
領
」「
宇
」「
公
」「
等
」「
平
群
」
な

ど
複
数
の
字
形
が
よ
く
似
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
郡
印
に
つ
い
て
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は
、
同
印
と
評
価
で
き
よ
う
。

「
大
同
二
年
宇
陀
郡
売
券
」（
郡
判
部
分
）

※
大
東
急
記
念
文
庫
蔵

本
文
書
と
Ⅰ
～
Ⅳ
と
の
同
印
関
係
、
Ⅰ
Ⅱ
と
の
同
筆
関
係
が
認
め
ら
れ
る
な

ら
ば
、
Ⅰ
～
Ⅳ
お
よ
び
ⅵ
は
同
じ
人
物
や
集
団
に
よ
っ
て
後
世
に
偽
造
さ
れ
た

文
書
と
い
う
こ
と
に
な
る（

（2
（

。

な
お
、
こ
れ
も
伊
藤
氏
に
よ
っ
て
偽
文
書
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
仁

寿
三
年
宇
陀
郡
売
券（

（2
（

に
つ
い
て
も
付
言
し
て
お
く
。
筆
者
が
こ
れ
を
写
真
に
よ

り
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
に
は
『
正
暦
寺
起
縁
』
所
収
文
書
と
の
同
筆
・
同

印
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

次
に
、『
正
暦
寺
一
千
年
の
歴
史
』（
一
九
九
二
年
発
行
）
で
紹
介
さ
れ
て
い

る
養
老
六
年
宇
陀
郡
売
券
（
ⅶ
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
本
史
料
は
、
養
老
六

年
の
売
券
に
長
保
三
年
（
一
〇
〇
一
）
の
寄
進
状
が
貼
り
継
が
れ
て
お
り
、『
正

暦
寺
起
縁
』
の
Ⅲ
Ⅳ
と
同
様
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
ⅶ
の
養
老
六
年
売
券
の

部
分
を
見
る
と
、
宇
陀
郡
「
山
里
郷
」
の
津
嶋
国
香
が
「
根
屋
荘
」
の
奈
良
岩

上
に
墾
田
を
「
正
税
稲
五
拾
束
」
の
負
債
の
た
め
に
売
却
し
た
と
主
張
し
て
い

る
。
官
稲
混
合
と
墾
田
永
年
私
財
法
以
前
の
養
老
年
間
に
正
税
の
負
債
の
た
め

に
墾
田
を
売
買
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
本
史
料
の
真
正
性
に
重
大
な

疑
義
を
も
た
ら
す
。

ま
た
、
津
嶋
国
香
が
奈
良
岩
上
に
売
却
し
た
は
ず
の
墾
田
が
、
長
保
三
年
に

は
津
嶋
家
に
相
伝
さ
れ
た
も
の
と
し
て
正
暦
寺
（
薬
師
堂
）
に
寄
進
さ
れ
た
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
点
が
矛
盾
し
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
ⅶ
も
偽

文
書
と
考
え
ら
れ
る（

（3
（

。

三
、『
正
暦
寺
起
縁
』［
２
］
の
検
討

次
に
、『
正
暦
寺
起
縁
』［
２
］
を
検
討
す
る
。
本
史
料
は
、
ま
ず
正
暦
寺
の

縁
起
を
記
し
、
次
い
で
伽
藍
・
寺
宝
・
寺
地
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
り
、
長
徳

二
年
四
月
十
五
日
の
年
紀
と
「
知
事
位
僧
定
□
〔
丙
ヵ
〕」「
従
儀
僧
洋
恵
」「
大
威
儀

師
和
尚
位
行
完
」「
従
儀
師
和
尚
位
賢
延
」「
僧
都
伝
灯
和
尚
位
義
秀
」
ら
の
位

署
、
最
後
に
「
龍
華
樹
院
宝
庫
」
と
あ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
全
面
に
方
形

朱
印
の
「
正
暦
寺
印
」
が
押
さ
れ
る
。

本
史
料
の
構
成
は
、
ま
ず
縁
起
本
文
が
記
さ
れ
、
次
に
資
財
部
に
移
り
伽
藍

や
寺
宝
に
つ
い
て
記
載
し
、
寺
地
に
も
言
及
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
、『
法
隆
寺
伽
藍
縁
起
幷
流
記
資
財
帳
』
や
『
大
安
寺
伽
藍
縁
起
幷
流
記
資

財
帳
』
の
構
成
に
近
し
い
。
た
だ
し
、
法
隆
寺
や
大
安
寺
の
資
財
部
は
仏
像
・
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仏
具
の
記
載
か
ら
始
ま
り
、
伽
藍
に
つ
い
て
は
そ
の
後
の
「
寺
院
地
」
の
項
に

記
さ
れ
る
と
い
う
記
載
順
の
違
い
が
あ
る
。

本
史
料
も
、
そ
の
記
載
を
信
用
す
る
な
ら
長
徳
二
年
に
作
成
さ
れ
た
正
暦

寺
の
縁
起
、
当
時
の
伽
藍
や
寺
宝
、
寺
地
な
ど
が
分
か
る
貴
重
な
史
料
と
な

る
。
し
か
し
、
こ
の
史
料
の
信
憑
性
に
も
大
き
な
疑
問
が
あ
る
。
円
通
殿
に
安

置
さ
れ
る
如
意
輪
観
音
自
在
の
脇
侍
と
し
て
記
載
さ
れ
る
執
金
剛
神
・
多
聞
天

に
つ
い
て
の
記
載
に
「
運
慶
作
。
元
東
大
寺
在
。
草
創
時
移
置
。」
と
あ
る
（
二

五
～
二
七
行
目
）。
も
と
は
東
大
寺
に
あ
っ
た
執
金
剛
神
で
あ
る
と
い
う
主
張

か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
「
運
慶
」
は
東
大
寺
南
大
門
の
執
金
剛
神
像
や
四
天
王
像

の
造
立
を
行
っ
た
運
慶
を
意
識
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
運
慶
は
、
生
年
は

不
詳
だ
が
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
一
二
月
一
一
日
に
没
し
て
お
り
、
平
安
時

代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
に
か
け
て
の
仏
師
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
史
料
が

運
慶
の
没
よ
り
も
二
百
年
以
上
早
い
長
徳
二
年
に
作
成
さ
れ
た
と
は
考
え
難
く
、

後
世
に
創
作
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る（

（3
（

。

全
面
に
「
正
暦
寺
印
」
が
押
さ
れ
る
体
裁
は
、
正
暦
寺
旧
蔵
の
『
大
安
寺
伽

藍
縁
起
幷
流
記
資
財
帳
』
に
類
似
す
る
。
こ
の
印
は
、［
１
］
の
Ⅴ
に
押
さ
れ

た
も
の
と
同
印
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
「
正
暦
寺
印
」
に
つ
い
て
正
暦
寺
に
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
印
は
正
暦
寺
が
所
蔵
す
る
古
文
書
・
古
記
録
類
に
は
押
印

さ
れ
て
お
ら
ず
、
正
暦
寺
で
使
用
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
「
正
暦
寺
印
」
は
、『
正
暦
寺
一
千
年
の
歴
史
』
で
紹
介
さ
れ

た
個
人
蔵
の
「
正
暦
寺
写
経
所
解
」
に
押
印
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
印
で
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
正
暦
寺
写
経
所
解（

（3
（

」

正
暦
寺
写
経
所
解　

申
奉
写
経
事

華
厳
経
壱
巻　
黄
紙
及
褾
無
緒
軸

大
佛
頂
陀
羅
尼
経
壱
巻　
黄
紙
及
褾
無
緒

灌
頂
経
壱
巻　
黄
紙
及
褾
綺
緒
梨
軸

以
前
去
三
月
一
日
宣
奉
二

写
経
一

。
其
件
如
レ

前
。
謹
解
。

長
徳
二
年
三
月
二
十
一
日　

造
寺
司
主
典
正
七
位
下
卜
部
之
足

次
官
正
五
位
下
安
部
宿
祢
季
成

こ
の
写
経
所
解
は
長
徳
二
年
三
月
二
一
日
付
の
も
の
で
、
正
暦
寺
写
経
所
が

経
典
の
写
経
を
完
成
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

『
正
暦
寺
起
縁
』［
２
］
の
作
成
年
代
に
疑
問
が
持
た
れ
る
こ
と
か
ら
、
同
印

の
押
さ
れ
る
写
経
所
解
に
つ
い
て
も
、
そ
の
真
偽
を
慎
重
に
判
断
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。
な
お
、
写
経
所
解
の
形
式
は
天
平
宝
字
二
年
の
年
紀
を
も
つ
古
文
書
に

も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
東
大
寺
写
経
所
解
の
一
例
を
挙
げ
る
と
、
次
の
ご

と
く
で
あ
る
。

「
東
寺
写
経
所
解（

（3
（

」

東
寺
写
経
所
解　

申
奉
写
経
事
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合
金
剛
般
若
経
一
千
二
百
巻
並
麻
紙

一
百
卅
六
巻
黄
紙
及
褾
綺
緒
梨
軸

卅
八
巻
黄
紙
及
褾
梨
軸
無
緒

一
千
廾
六
巻
黄
紙
及
褾
無
緒
軸

以
前
、
依
二

坤
宮
官
少
䟽
従
六
位
上
池
原
君
粟
守
去
八
月
十
六
日
宣
一

奉
二

写
経
一

。
具
レ

件
如
レ

前
。
謹
解
。

天
平
宝
字
二
年
十
一
月
十
四
日
造
東
大
寺
司
主
典
正
八
位
上
安
都
宿

祢 

雄 

足

次
官
従
五
位
下
高
麗
朝
臣 

大 

山

一
見
し
て
、「
正
暦
寺
写
経
所
解
」
が
こ
れ
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
た
め
、「
正
暦
寺
写
経
所
解
」
も
Ⅰ
～
Ⅲ
の
売
券
と
同
様
、
正
倉
院
文
書

等
の
情
報
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た
可
能
性
を
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
『
正
暦
寺
起
縁
』［
２
］
も
作
成
年
が
疑
わ
れ
る
も
の
の
、
記

載
内
容
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
別
途
検
討
を
加
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ

こ
で
、
正
暦
寺
の
縁
起
や
資
財
に
関
わ
る
文
献
を
挙
げ
る
と
、
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
。
①
「
和
州
南
都
菩
提
山
寺
幷
舎
利
伝
記
」、
②
「
菩
提
山
正
暦
寺

原
記
」、
③
「
正
暦
寺
略
縁
起
（
仮
題
）」、
④
「
社
寺
改
之
帳
」、
⑤
「
菩
提
山

正
暦
寺
龍
華
樹
院
明
細
記
（
仮
題
）」、
⑥
「
和
州
菩
提
山
中
尾
迎
接
院
仏
像
并

法
具
等
記
録（

（3
（

」。
次
に
、
こ
れ
ら
の
縁
起
や
資
財
に
つ
い
て
の
記
載
と
『
正
暦

寺
起
縁
』
の
記
載
と
の
関
係
に
つ
い
て
略
述
す
る
。

『
正
暦
寺
起
縁
』
が
語
る
正
暦
寺
の
縁
起
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

正
暦
寺
は
一
条
天
皇
の
勅
願
で
あ
り
、
正
暦
二
年
正
月
七
日
に
天
皇
の
夢
に
薬

師
仏
が
出
て
、
薬
師
仏
が
王
土
の
十
余
里
南
の
東
の
霊
山
中
の
巌
に
長
く
お
り
、

堂
舎
を
建
て
れ
ば
永
く
国
家
を
鎮
護
す
る
と
告
げ
た
。
そ
こ
で
、
天
皇
の
勅
命

に
よ
り
使
者
に
薬
師
仏
の
事
跡
を
探
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
三
笠
山
の
神
と
い
う
白

髪
の
翁
が
出
て
き
て
告
げ
る
こ
と
に
は
、
こ
こ
か
ら
東
の
十
余
町
に
及
ぶ
山
中

に
巌
が
あ
り
、
瑠
璃
光
仏
が
そ
の
内
に
あ
る
。
こ
れ
は
希
代
の
霊
像
で
あ
り
龍

樹
菩
薩（

（3
（

が
造
り
、
善
無
畏（

（3
（

に
よ
り
将
来
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
像
を
得
て
、

朝
早
く
帰
っ
て
奏
聞
せ
よ
。
国
家
の
た
め
の
神
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
。

こ
れ
を
受
け
て
使
者
が
岩
窟
に
入
っ
て
仏
像
を
得
、
帰
京
し
て
上
表
し
た
。
天

皇
は
た
い
へ
ん
喜
ん
で
、
賢
俊
僧
都
に
詔
し
て
寺
院
を
営
ま
せ
、
菩
提
山
正
暦

寺
、
ま
た
龍
華
樹
院
と
名
付
け
た
。

こ
の
縁
起
は
、
他
の
縁
起
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
①

「
和
州
南
都
菩
提
山
寺
幷
舎
利
伝
記
」
は
、
斎
藤
美
澄
の
『
大
和
志
料
』
に
よ

れ
ば
、
永
正
の
焼
失
（
永
正
四
／
一
五
〇
七
）
を
受
け
て
の
伽
藍
再
興
の
勧
進

状
と
さ
れ
る
。
こ
こ
に
記
さ
れ
る
縁
起
に
は
、
正
暦
三
年
八
月
一
二
日
に
一
条

天
皇
の
枕
元
に
白
髪
の
僧
が
立
ち
、
帝
城
の
南
の
菩
提
山
に
仏
で
あ
る
自
身
が

姿
を
変
え
て
現
れ
た
が
、
人
に
知
ら
れ
る
こ
と
な
く
一
宇
の
伽
藍
も
な
い
。
こ

の
山
に
精
舎
を
開
き
、
天
下
を
安
静
に
す
る
こ
と
を
願
う
と
告
げ
た
。
そ
こ
で

天
皇
が
こ
れ
を
探
さ
せ
る
と
、
岩
窟
の
中
に
薬
師
如
来
と
金
の
箱
に
入
っ
た
三

軸
の
書
物
が
あ
っ
た
。
書
物
に
よ
る
と
、
そ
の
薬
師
如
来
は
龍
樹
菩
薩
が
造
っ
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た
金
銅
の
如
来
で
あ
り
、
養
老
元
年
に
善
無
畏
が
将
来
し
た
も
の
で
あ
る
と
い

う
。
そ
し
て
兼
俊
僧
正
に
詔
し
て
開
山
し
、
如
来
を
安
置
さ
せ
た
と
い
う
。

②
「
菩
提
山
正
暦
寺
原
記
」
は
、『
大
和
志
料
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

斎
藤
が
『
大
和
志
料
』
を
脱
稿
し
た
明
治
二
七
年
頃
に
正
暦
寺
内
で
発
見
さ
れ

た
も
の
と
い
う（

（3
（

。
こ
こ
に
記
す
縁
起
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
永
祚
元
年

三
月
二
三
日
か
ら
一
条
天
皇
が
春
日
社
に
行
幸
し
た
夜
、
南
東
方
向
に
金
光
明

を
見
た
こ
と
に
よ
り
、
藤
原
道
長
に
そ
の
所
を
調
査
さ
せ
た
。
道
長
が
そ
の
山

に
入
る
と
、
白
鹿
に
乗
っ
た
白
髪
の
老
人
が
現
れ
て
言
う
。
自
身
は
春
日
の
神

で
あ
り
、
神
護
景
雲
年
間
か
ら
こ
の
山
に
常
に
往
来
し
て
仏
法
を
護
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
精
舎
を
建
て
れ
ば
玉
体
安
穏
に
し
て
群
臣
堅
固
、
藤
原
氏
も
繁
栄
す
る
、

と
。
そ
う
告
げ
て
消
え
た
老
人
を
道
長
が
探
す
う
ち
、
池
か
ら
九
頭
龍
が
現
れ
、

そ
れ
が
さ
ら
に
薬
師
龍
樹
菩
薩
に
変
じ
る
こ
と
を
体
験
す
る
。
こ
れ
を
復
奏
す

る
と
天
皇
は
喜
び
、
兼
俊
大
僧
正
に
詔
し
て
資
財
を
賜
わ
り
、
正
暦
元
年
に
伽

藍
造
立
に
着
手
、
翌
年
に
完
成
し
、
正
暦
寺
と
名
付
け
た
。

③
「
正
暦
寺
略
縁
起
」
は
、
南
都
奉
行
池
田
播
磨
守
に
提
出
し
た
も
の
の
案

文
で
、
こ
れ
に
よ
り
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
に
巡
見
を
受
け
た
と
あ
る
。

本
書
の
縁
起
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
正
暦
三
年
正
月
二
日
、
一
条
天
皇
が
霊
夢

に
よ
っ
て
勅
使
を
立
て
た
と
こ
ろ
、
険
し
い
山
道
に
一
人
の
老
人
が
現
れ
て
勅

使
を
岩
窟
に
導
き
、
薬
師
如
来
を
拝
ま
せ
た
。
こ
の
老
人
は
春
日
大
明
神
で
あ

り
、
帝
都
守
護
の
た
め
に
勅
使
を
こ
こ
に
導
い
た
と
告
げ
て
消
え
去
っ
た
。
そ 

の
地
に
構
え
た
社
が
今
の
鎮
守
で
あ
る
。
ま
た
、
薬
師
如
来
は
龍
樹
菩
薩
が

典拠 発願者 発願の発端日 発願の発端 勅使 老人の正体
薬師如来の
出現方法

薬師如来の
随伴物

正暦寺起縁［２］
永延帝

（一条天皇）
正暦二年
正月七日

天皇の夢 不明 三笠山の神
山中の巌で

発見
なし

①和州南都菩提山寺
幷舎利伝記

一条院
（一条天皇）

正暦三年
八月十二日

天皇の夢
左大弁 

藤原顕正
不明

山中の巌で
発見

三軸の書

②菩提山正暦寺
原記

一条院天皇 
（一条天皇）

永祚元年
三月二十三日

南都春日社行幸の
夜に金光明を見る

従三位権中納言
右衛門督
藤原道長

春日の神
池中から薬
師龍樹菩薩

が出現
なし

③正暦寺略縁起
一条院

（一条天皇）
正暦三年
正月二日

天皇の夢 不明 春日大明神 不明 不明

表一　各縁起部の比較
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造
り
、
善
無
畏
が
将
来
し
た
も
の
で
あ
る
。
勅
使
が
復
奏
す
る
と
、
天
皇
は
兼

俊
僧
正
に
詔
し
て
開
基
さ
せ
、
正
暦
寺
と
号
し
た
。

以
上
の
諸
縁
起
は
、
大
略
共
通
す
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
て
い
る

部
分
も
あ
る
（
表
一
）。
開
山
の
発
端
と
な
っ
た
出
来
事
が
夢
な
の
か
春
日
行

幸
の
時
に
光
を
見
た
こ
と
な
の
か
、
そ
の
年
月
日
、
白
髪
の
老
人
が
自
身
の
正

体
を
告
げ
る
か
否
か
、
薬
師
如
来
の
出
現
方
法
や
軸
が
共
伴
す
る
か
否
か
な
ど
、

様
々
な
要
素
が
入
り
組
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
②
は
、
発
願
の
起
点
が
天
皇
の

夢
で
は
な
く
行
幸
時
に
見
た
金
光
明
で
あ
る
点
、
そ
の
年
が
正
暦
年
中
で
な
い

点
、
薬
師
如
来
の
出
現
方
法
な
ど
細
部
に
わ
た
っ
て
他
と
の
違
い
が
あ
り
、
や

や
系
統
が
異
な
る
縁
起
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、『
正
暦
寺
起
縁
』［
２
］
は
②
よ
り
は
①
に
近
い
縁
起
で
あ

る
と
い
え
る
。
こ
れ
は
、
②
の
発
見
が
明
治
二
七
年
頃
で
あ
る
こ
と
と
関
係
す

る
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、『
正
暦
寺
起
縁
』［
２
］
は
、
正
暦
寺
の
縁

起
に
詳
し
い
人
物
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

次
に
、
伽
藍
に
つ
い
て
の
主
な
記
録
類
と
『
正
暦
寺
起
縁
』［
２
］
を
略
述

す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

『
正
暦
寺
起
縁
』［
２
］

金
堂
・
灌
頂
堂
・
円
通
殿
・
三
重
塔
・
地
蔵
堂
・
鐘
楼
・
湯
屋
・
鎮
守
（
八

幡
宮
・
春
日
宮
・
八
大
龍
王
）・
宝
庫
・
僧
房
・
庫
裡
・
薪
屋

 

③
「
正
暦
寺
略
縁
起
」

本
堂
・
鎮
守
春
日
大
明
神
（
末
社　

白
山
社
・
八
幡
社
）・
灌
頂
堂
・
三
重
塔
・

観
音
堂
・
地
蔵
堂
・
如
法
経
堂
・
鐘
楼
・
宝
蔵
・
浴
室

④
「
社
寺
改
之
帳
」

本
堂
・
灌
頂
堂
・
地
蔵
堂
・
如
法
経
堂
・
三
重
塔
・
鐘
楼
・
施
餓
鬼
堂
・

宝
蔵
・
神
社
（
春
日
大
明
神
）・
六
所
明
神
・
弁
財
天

⑤
「
菩
提
山
正
暦
寺
龍
華
樹
院
明
細
記
」

本
堂
・
真
言
堂
（
他
に
い
う
灌
頂
堂
か（

（3
（

）・
叢
林
塔
（
他
に
い
う
三
重
塔（

（3
（

）・

地
蔵
堂
・
鐘
楼
・
宝
蔵
・
如
法
経
堂
・
観
音
堂
・
鎮
守
社
（
春
日
大
明
神
）・

末
社
十
二
社
（
弁
財
天
、
両
宮
、
吉
野
・
熊
野
両
権
現
、
正
八
幡
宮
、
八

大
龍
王
、
白
山
権
現
、
善
女
龍
王
、
牛
頭
天
皇
、
閼
伽
井
之
明
神
、
土
公

神
）・
施
餓
鬼
堂

こ
の
う
ち
、
④
は
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
に
社
寺
改
に
よ
っ
て
本
寺
（
興

福
寺
か
）
に
提
出
し
た
帳
面
の
写
し
で
あ
る
。
⑤
は
、延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）

の
年
紀
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
比
較
す
る
と
、
他
に
あ
っ
て
『
正
暦

寺
起
縁
』［
２
］
に
な
い
主
な
伽
藍
と
し
て
、
如
法
経
堂
（
③
④
⑤
）、
施
餓
鬼

堂
（
④
⑤
）
な
ど
が
あ
る
。

一
方
、『
正
暦
寺
起
縁
』［
２
］
に
あ
っ
て
他
に
な
い
特
徴
的
な
伽
藍
と
し
て

は
、
円
通
殿
が
あ
る
。
円
通
殿
は
、
先
に
指
摘
し
た
運
慶
作
と
さ
れ
る
執
金
剛
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神
や
多
聞
天
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
正
暦
寺
住
職
の
大
原
弘
信
氏
に
よ
れ
ば
、

如
意
輪
観
自
在
を
安
置
す
る
こ
と
か
ら（

（4
（

、
こ
れ
は
『
大
和
名
所
図
会
』（
寛
政

三
年
／
一
七
九
一
）
に
見
え
る
真
言
堂
（
下
段
写
真
の
「
し
ん
こ
ん
」）
を
指

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。
真
言
堂
は
、『
大
和
名
所
図
会
』
で
は
本

堂
の
横
に
瓦
葺
き
の
建
物
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、『
正
暦
寺
起
縁
』［
２
］
の

「
瓦
葺
」
の
記
述
と
合
致
す
る
。
な
お
、
真
言
堂
は
そ
の
後
の
一
九
世
紀
の
火

災
で
焼
失
し
た
と
考
え
ら
れ
る（

（4
（

。『
正
暦
寺
起
縁
』［
２
］は
、『
大
和
名
所
図
会
』

な
ど
の
情
報
に
基
づ
い
て
円
通
殿
を
創
作
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
堂
宇
の
規
模
の
表
示
に
つ
い
て
、
③
や
⑤
は
「
○
間
四
面
」
等
と
表

記
す
る
の
に
対
し
、『
正
暦
寺
起
縁
』［
２
］
で
は
「
檜
皮
葺
板
敷
」
等
の
建
物

の
構
造
に
加
え
て
「
長
○
丈
○
尺
、
広
○
丈
○
尺
」
と
表
示
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、

『
大
安
寺
伽
藍
縁
起
幷
流
記
資
財
帳
』
の
表
記
に
類
似
し
て
い
る
。

法
具
に
つ
い
て
は
、『
正
暦
寺
起
縁
』［
２
］
は
、③
「
正
暦
寺
略
縁
起
」、⑤
「
菩

提
山
正
暦
寺
龍
華
樹
院
明
細
記
」、
⑥
「
和
州
菩
提
山
中
尾
迎
接
院
仏
像
并
法

具
等
記
録
」（
安
井
門
主
道
恕
の
名
と
花
押
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
道
恕
は
、
享

保
一
八
年
〈
一
七
三
三
〉
没
の
僧
侶
）
等
の
他
の
記
録
に
比
べ
て
詳
細
に
記
述

さ
れ
て
い
る
が
、
③
⑤
⑥
全
て
に
記
さ
れ
る
四
牙
仏
舎
利
、
⑥
に
あ
る
「
木
鉦

鼓
」、共
通
す
る
か
不
明
な
⑥
の「
七
仏
薬
師
経
」（「
聖
武
天
皇
宸
翰
」と
あ
る
）

と
『
正
暦
寺
起
縁
』［
２
］
の
「
薬
師
経
」（「
永
延
帝
宸
翰
」
と
あ
る
）
以
外

は
共
通
項
に
乏
し
く
、
比
較
が
難
し
い
。

以
上
で
、『
正
暦
寺
起
縁
』［
２
］
に
つ
い
て
の
基
本
的
事
項
の
確
認
を
終
え
る
。

『大和名所図会』巻二「菩提山」（部分）　奈良県立万葉文化館蔵
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本
節
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
運
慶
の
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
史
料
は
長
徳

二
年
の
も
の
で
は
な
く
、
早
く
と
も
鎌
倉
時
代
以
降
の
偽
文
書
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、［
２
］
と
同
年
の
年
紀
を
持
ち
、
同
印
が
押
さ
れ
る
「
正
暦

寺
写
経
所
解
」
に
つ
い
て
も
、
東
大
寺
写
経
所
文
書
と
の
類
似
点
が
多
く
、
近

世
末
以
降
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

お
わ
り
に

本
稿
で
検
討
し
た
こ
と
を
ま
と
め
る
。『
正
暦
寺
起
縁
』
は
［
１
］［
２
］
と
も
、

史
料
に
記
さ
れ
て
い
る
年
紀
を
信
用
で
き
な
い
偽
文
書
、
も
し
く
は
そ
の
可
能

性
が
高
い
文
書
で
あ
る
。
細
か
く
は
各
節
で
ま
と
め
た
た
め
繰
り
返
さ
な
い
が
、

［
１
］
の
Ⅰ
～
Ⅳ
は
、「
桜
嶋
挙
本
家
地
売
券
」
の
郡
印
と
の
相
違
を
考
え
れ
ば
、

一
〇
世
紀
末
よ
り
後
に
な
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
近

江
国
愛
智
郡
売
券
と
類
似
す
る
書
式
、
正
倉
院
文
書
に
見
え
る
「
葛
井
根
道
」

の
名
が
見
え
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
作
成
年
代
は
近
世
末
以
降
明
治
四
〇

年
ま
で
と
思
わ
れ
る
。

［
２
］
は
、「
運
慶
」
の
記
述
か
ら
、
早
く
と
も
鎌
倉
時
代
以
降
の
偽
文
書
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、東
大
寺
文
書
と
記
述
が
類
似
す
る「
正
暦
寺
写
経
所
解
」

に
同
じ
印
が
押
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
作
成
年
代
は
近
世
末
以
降
の
可

能
性
が
あ
る
。
ま
た
、［
１
］
の
Ⅴ
に
も
同
じ
「
正
暦
寺
印
」
が
押
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
Ⅴ
も
同
時
期
に
作
成
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

本
稿
で
は
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
に
も
偽
文
書
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
ⅵ

「
大
同
二
年
宇
陀
郡
売
券
」
の
筆
跡
が
［
１
］
の
Ⅰ
Ⅱ
と
、
郡
印
が
Ⅰ
～
Ⅳ
と

同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

な
お
、
Ⅰ
Ⅱ
ⅵ
と
Ⅲ
Ⅳ
と
で
筆
跡
が
異
な
る
こ
と
に
は
注
意
を
要
す
る
。
こ

れ
は
、
複
数
の
人
物
が
同
一
の
印
を
使
っ
て
古
文
書
を
偽
造
し
た
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
古
代
史
料
の
偽
造
が
ど
の
よ
う
に
し
て
な
さ
れ
た
の

か
を
考
え
る
手
掛
か
り
に
な
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、『
正
暦
寺
起
縁
』
の
ほ
と
ん
ど
、
ま
た
は
全
て
が
偽
文

書
で
あ
り
、
そ
の
内
容
を
古
代
史
研
究
や
正
暦
寺
史
等
の
研
究
に
直
接
利
用
し

て
は
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
る
。

た
だ
し
、『
正
暦
寺
起
縁
』
が
偽
文
書
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
本
史
料
が
全

く
の
無
価
値
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
誰
が
、
い
つ
、
な
ぜ
、
ど

の
よ
う
に
し
て
偽
文
書
を
作
成
し
た
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
作
成
当
時
の

社
会
状
況
等
を
理
解
す
る
手
掛
か
り
に
な
る
た
め
で
あ
る（

（4
（

。
ま
た
、『
正
暦
寺

起
縁
』
の
内
容
は
、
縁
起
の
内
容
や
真
言
堂
に
通
じ
る
か
と
思
わ
れ
る
円
通
殿

の
記
載
か
ら
、
正
暦
寺
に
対
す
る
相
応
の
知
識
に
基
づ
い
て
書
か
れ
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
。『
正
暦
寺
起
縁
』
の
情
報
か
ら
、
偽
作
当
時
に
知
ら
れ
て
い
た

正
暦
寺
の
情
報
を
推
測
す
る
た
め
の
参
考
に
は
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
、
本
稿
で
は
『
正
暦
寺
起
縁
』
が
偽
文
書
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
き

た
が
、
特
に
［
２
］
の
縁
起
や
資
財
部
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
力
量
の
問
題
で

既
存
の
縁
起
類
と
の
比
較
検
討
が
十
分
に
行
え
て
い
な
い
。
ま
た
、［
１
］
の
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Ⅰ
～
Ⅲ
が
示
す
条
里
に
つ
い
て
も
検
討
が
及
ば
な
か
っ
た
。
諸
賢
の
御
叱
正
を

乞
う
次
第
で
あ
る
。

註
（
１
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所https://w

w
w

ap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/shipscontroller

（
二
〇
一
九
年
一
二
月
三
一
日
時
点
）

（
2
）
奈
良
県
史
編
集
委
員
会
（
木
村
芳
一
ほ
か
）
編
『
奈
良
県
史
』
第
四
巻
（
条
里
制
、

名
著
出
版
、
一
九
八
七
年
）
を
参
考
に
、『
正
暦
寺
起
縁
』［
１
］
所
収
売
券
に
書

か
れ
て
い
る
条
里
を
比
定
し
た
と
こ
ろ
、『
正
暦
寺
起
縁
』［
１
］
の
第
二
紙
に
記

載
さ
れ
る
「
十
条
弐
野
」
を
一
〇
条
二
里
と
す
れ
ば
、
阿
騎
野
遊
猟
の
舞
台
の
可

能
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
宇
陀
市
中
庄
遺
跡
が
付
近
に
入
る
こ
と
に
な
る
。

（
3
）
国
立
国
会
図
書
館　

http://id.ndl.go.jp/bib/000007297386

（
4
）
国
会
図
書
館
か
ら
書
面
で
回
答
を
受
け
た
。

（
5
）
村
上
紀
夫
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
ま
た
、「
添
」字
の
釈
読
も
、氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
6
）
改
装
に
関
わ
る
記
録
は
、
国
会
図
書
館
は
保
管
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
7
）
本
史
料
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
し
た
。
角
田
文
衛
「
仁
寿
三
年
『
大
和
國

佐
山
郷
長
解
』
に
つ
い
て
」（『
古
代
文
化
』
四
︱
四
）
一
九
六
〇
年
。
米
沢
康
「
仁

寿
三
年
『
大
和
国
佐
山
郷
長
解
』
の
原
本
」（『
日
本
歴
史
』
二
二
〇
）
一
九
六

六
年
。
伊
藤
寿
和
「
大
和
国
の
条
里
関
連
史
料
に
つ
い
て
の
基
礎
的
研
究
」（『
日

本
女
子
大
学
紀
要　

文
学
部
』
五
八
）
二
〇
〇
八
年
。

（
8
）
註
7
伊
藤
論
文
。

（
9
）
吉
原
啓
「
売
券
の
連
署
人
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
三
八
）
二
〇
一
三
年
。

（
10
）
平
川
南
「
古
代
郡
印
論
」（
同
『
律
令
国
郡
里
制
の
実
像　

下
』
吉
川
弘
文
館
）

二
〇
一
四
年
（
初
出
、
一
九
九
九
年
）。

（
11
）『
平
安
遺
文
』
第
一
巻
、
一
一
六
・
一
二
〇
号
。

（
12
）『
平
安
遺
文
』
第
一
巻
、
八
七
号
。

（
13
）『
平
安
遺
文
』
第
一
巻
、
九
二
・
九
三
号
。

（
14
）
大
宇
陀
町
『
大
宇
陀
町
史
』
一
九
九
二
年
。

（
15
）
森
公
章
「
雑
色
人
郡
司
と
十
世
紀
以
降
の
郡
司
制
度
」（
同
『
古
代
郡
司
制
度
の

研
究
』
吉
川
弘
文
館
）
二
〇
〇
〇
年
（
初
出
一
九
九
八
・
一
九
九
九
年
）。

（
16
）『
平
安
遺
文
』
第
二
巻
、
三
二
七
号
。

（
17
）
一
〇
～
一
一
世
紀
に
お
け
る
祈
雨
に
つ
い
て
は
、
ト
レ
ン
ソ
ン
・
ス
テ
ィ
ー
ブ

ン
ソ
ン
（「
十
～
十
一
世
紀
に
お
け
る
請
雨
経
法
の
展
開
」〈
同
『
祈
雨
・
宝
珠
・

龍
―
―
中
世
真
言
密
教
の
深
層
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
〉
二
〇
一
六
年
）
を

参
照
し
た
。

（
18
）『
平
安
遺
文
』
第
六
巻
、
三
〇
〇
一
号
。

（
19
）『
西
宮
記
』
裏
書
に
は
、
長
保
四
年
に
室
生
山
龍
穴
神
社
で
行
わ
れ
た
祈
雨
に
際

し
て
大
和
国
に
下
し
た
宣
旨
に
供
菜
料
と
し
て
「
僧
綱
日
白
米
三
斗
、
凡
僧
日

各
一
斗
」
と
あ
り
、
支
給
す
る
米
の
量
は
合
致
す
る
。

（
20
）
天
平
一
七
年
一
〇
月
二
一
日
付
大
蔵
省
移
（
正
倉
院
文
書
、
正
集
二
／
東
京
大

学
史
料
編
纂
所
『
大
日
本
古
文
書
』
第
二
巻
、東
京
大
学
出
版
会
、一
九
〇
三
年
）。

（
21
）
天
平
一
七
年
二
月
二
一
日
付
治
部
省
移
（
正
倉
院
文
書
、
続
々
修
第
三
五
帙
第

六
巻
／
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
『
大
日
本
古
文
書
』
第
二
巻
、
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
〇
三
年
）。

（
22
）
註
7
伊
藤
論
文
。

（
23
）
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館 

総
合
資
料
学
情
報
基
盤
シ
ス
テ
ムkhirin

［
聆
涛
閣
集

古
帖
］
印
章
１https://w

w
w

.m
etaresource.jp/about-shukocho/

（
24
）
東
京
文
化
財
研
究
所
の
ガ
ラ
ス
乾
板
焼
付
写
真
（「11933_

聆
涛
閣
帖
＿
寛
和
記

年
大
和
国
宇
陀
郡
田
券
捺
郡
印
」）
に
よ
り
確
認
し
た
。

（
25
）
皆
川
完
一
「
正
倉
院
文
書
の
整
理
と
そ
の
写
本
」（
同
『
正
倉
院
文
書
と
古
代
中
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世
史
料
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
）
二
〇
一
二
年
（
初
出
一
九
七
二
年
）。
正
倉
院

文
書
の
写
本
が
流
布
し
た
の
は
、
穂
井
田
忠
友
が
写
本
を
完
成
さ
せ
た
天
保
七

年
（
一
八
三
六
）
以
降
の
こ
と
と
さ
れ
る
。

（
26
）
ト
レ
ン
ソ
ン
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
「
請
雨
経
法
と
孔
雀
経
法
の
研
究
」（『
仏
教
史

学
研
究
』
四
六
−
二
）
二
〇
〇
三
年
。
同
「
神
泉
苑
に
お
け
る
真
言
密
教
祈
雨

法
の
歴
史
と
善
如
竜
王
の
伝
説
」（『
ア
ジ
ア
遊
学
』七
九
）二
〇
〇
五
年
。
同「
請

雨
経
法
の
途
絶
と
醍
醐
寺
に
お
け
る
祈
雨
」（
註
17
書
）
二
〇
一
六
年
。

（
27
）
宮
本
救
「
平
安
初
期
の
土
地
売
券
に
つ
い
て
」（『
日
本
歴
史
』
一
二
〇
）
一
九

五
八
年
。
註
7
伊
藤
論
文
。

（
28
）
大
東
急
記
念
文
庫
に
よ
れ
ば
、
本
文
書
の
伝
来
過
程
は
未
詳
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
29
）
註
7
伊
藤
論
文
。

（
30
）
ⅶ
お
よ
び
後
掲
の
「
正
暦
寺
写
経
所
解
」
は
と
も
に
、『
正
暦
寺
一
千
年
の
歴
史
』

発
行
時
に
は
同
一
の
所
蔵
者
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
所
蔵
者
が
移
転

し
た
と
考
え
ら
れ
、
行
方
は
つ
か
め
て
い
な
い
。

（
31
）
こ
の
点
は
、
筆
者
が
ま
だ
『
正
暦
寺
起
縁
』［
２
］
に
つ
い
て
十
分
に
検
討
を
加

え
て
い
な
い
段
階
で
、
伊
藤
寿
和
氏
か
ら
口
頭
で
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（
32
）
正
暦
寺
『
正
暦
寺
一
千
年
の
歴
史
』（
一
九
九
二
年
。
一
八
頁
）
の
翻
刻
よ
り
。

た
だ
し
、
返
り
点
、
句
読
点
は
筆
者
が
付
し
た
。

（
33
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
『
大
日
本
古
文
書
』
第
四
巻
（
東
京
大
学
出
版
会
）
一

九
〇
三
年
。

（
34
）
①
②
④
は
『
大
和
志
料
』
収
録
。
②
～
⑥
は
『
正
暦
寺
一
千
年
の
歴
史
』
収
録
。

（
35
）
初
期
大
乗
仏
教
を
確
立
し
た
大
論
師
。
龍
樹
菩
薩
以
降
の
大
乗
仏
教
は
、
全
て

そ
の
影
響
下
に
あ
る
と
い
う
。（
中
村
元
・
福
永
光
司
・
田
村
芳
朗
・
今
野
達
編
『
岩

波
仏
教
辞
典
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
よ
り
）

（
36
）
東
イ
ン
ド
の
オ
リ
ッ
サ
国
の
王
子
と
も
中
イ
ン
ド
の
王
子
と
も
い
わ
れ
る
。
王

位
を
捨
て
て
仏
門
に
入
り
、
ナ
ー
ラ
ン
ダ
ー
寺
で
大
乗
仏
教
と
と
も
に
達
磨
掬

多
よ
り
密
教
を
授
か
り
、
師
の
す
す
め
に
よ
っ
て
八
〇
歳
で
中
国
の
都
長
安
に

入
り
、朝
廷
の
厚
い
信
頼
を
得
て
翻
訳
と
密
教
の
流
布
に
つ
と
め
た
と
い
う
。（
中

村
元
・
福
永
光
司
・
田
村
芳
朗
・
今
野
達
編
『
岩
波
仏
教
辞
典
』
岩
波
書
店
、

一
九
八
九
年
よ
り
）

（
37
）『
大
和
志
料
』
に
よ
れ
ば
、
③
「
菩
提
山
正
暦
寺
原
記
」
は
、「
本
稿
既
ニ
成

リ
、
将
ニ
浄
書
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
臨
ミ
、
寺
僧
大
原
秀
全
一
巻
ノ
記
録
ヲ
袖
ニ
シ

来
リ
曰
フ
、
此
書
ハ
近
時
新
ニ
発
見
ス
ル
所
ノ
モ
ノ
ナ
リ
、
幸
ニ
取
ル
ヘ
キ
ア

ラ
ハ
之
ヲ
収
メ
ヨ
ト
、
受
ケ
テ
之
ヲ
展
ス
ル
ニ
応
永
ノ
縁
起
ト
古
文
書
ノ
写
本

ニ
シ
テ
、
共
ニ
本
稿
ノ
闕
ヲ
補
フ
ニ
足
ル
ヘ
キ
モ
ノ
」
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

明
治
二
七
年
頃
に
な
っ
て
正
暦
寺
内
で
新
た
に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
る
。

（
38
）
本
尊
に
「
大
日
如
来
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
他
史
料
に
み
え
る
灌
頂
堂
が
大
日

如
来
を
本
尊
と
し
て
い
る
こ
と
と
共
通
す
る
。

（
39
）「
叢
林
塔
三
間
四
面
但
三
重
、
本
尊
釈
迦
如
来

多
宝
如
来
」
と
あ
る
た
め
、
他
史
料
に
み
え
る
三

重
塔
と
判
断
で
き
る
。

（
40
）
如
意
輪
観
音
は
善
女
龍
王
（
清
瀧
権
現
）
の
本
地
仏
で
、
真
言
密
教
に
関
す
る

仏
と
さ
れ
る
。

（
41
）
正
暦
寺
註
32
書
に
よ
れ
ば
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
に
堂
舎
の
大
半
が
焼
亡

し
た
と
あ
る
。
現
在
は
、
本
堂
の
横
に
真
言
堂
の
礎
石
と
み
ら
れ
る
痕
跡
が
残

る
の
み
で
あ
る
。

（
42
）
網
野
善
彦
「
偽
文
書
を
め
ぐ
っ
て
」「
偽
文
書
を
読
む
」（
同
『
日
本
中
世
史
料

学
の
課
題
』
弘
文
堂
）
一
九
九
六
年
（
初
出
一
九
七
九
年
・
一
九
八
九
年
）。
馬

部
隆
弘
「
椿
井
文
書
の
基
礎
的
考
察
」（
同
『
由
緒
・
偽
文
書
と
地
域
社
会
』
勉

誠
出
版
）
二
〇
一
九
年
（
初
出
二
〇
〇
五
年
）。

〔
付
記
〕

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
菩
提
山
龍
華
樹
院
正
暦
寺
住
職
の
大
原
弘
信
氏
に
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聞
き
取
り
調
査
や
各
種
史
料
写
真
の
閲
覧
な
ど
、
様
々
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。
ま

た
、
本
稿
は
、
平
成
三
〇
年
五
月
の
奈
良
歴
史
研
究
会
で
報
告
し
た
成
果
を
含
む
。

同
会
で
は
、
木
下
光
生
氏
・
村
上
紀
夫
氏
を
は
じ
め
と
す
る
方
々
に
有
益
な
ご
教
示

を
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
、
電
話
で
ご
意
見
を
う
か
が
っ
た
伊
藤
寿
和
氏
、「
原
簿
」

の
閲
覧
を
ご
許
可
い
た
だ
い
た
国
立
国
会
図
書
館
、『
正
暦
寺
起
縁
』
閲
覧
で
お
世

話
に
な
っ
た
同
館
古
典
籍
資
料
室
、「
桜
嶋
挙
本
家
地
売
券
」
の
ガ
ラ
ス
乾
板
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
閲
覧
で
お
世
話
に
な
っ
た
橘
川
英
規
氏
・
後
藤
真
氏
・
藤
原
重
雄
氏
、

本
稿
で
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
裏
宗
久
氏
に
は
宇
陀
の
実
地
踏
査
で
お
世

話
に
な
っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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◇
『
正
暦
寺
起
縁
』［
１
］
翻
刻

（
表
紙
外
題
）

　
　
「
正
暦
寺
縁
起　

宇
陀
郡
収
納
」

Ⅰ
【
第
一
紙
】

　

宇
陀
郡
佐
山
郷
戸
主
従
八
位
下
秦
広
麿
解
申
正
税
売
買
墾
田
立
券
文
事

　
　

十
二
条
中
田
西
弐
段
百
歩

　

右
件
墾
田
、
用
二

正
税
伍
拾
束
一

充
二

価
直
一

、

　

切
二

常
土
一

売
二

与
同
郷
戸
主
従
八
位
下
広
麻
呂
一

　

己
畢
。
望
請
、
唯
〔
准
ヵ
〕

レ

式
立
券
文
。
仍
注
レ

事

　

如
レ

件
。
以
解
。

　
　

 　
　
　
　

仁
和
三
年
四
月
廿
二
日
墾
田
主
宇
陀
秦
公
「
広
万
呂
」

　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
田
公
「
田
彦
」

　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
田
公
「
追
人
」

　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郷
長
宇
田
秦
公
「
直
貞
」

　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

僧　
　
「
道
範
」

　

権
大
領
外
従
八
位
下
宇
田
公
益
之

　

副
擬
大
領
正
七
位
上
宇
田
公　
　

擬
主
帳
平
群

　

少
領
外
従
八
位
下
十
二
等

（「
宇
陀
郡
印
」
二
二
顆
あ
り
）

◆
『
正
暦
寺
起
縁
』
の
翻
刻

　

凡
例

一
、
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
は
常
用
体
を
、
そ
れ
以
外
は
通
用

の
字
体
を
用
い
た
。
た
だ
し
、「
麿
」「
斛
」「
嶋
」
な
ど
に
つ
い
て
は
、

底
本
の
通
り
と
し
た
。

一
、
判
読
不
能
な
文
字
は
□
で
示
し
た
。

一
、
本
文
中
に
、
適
宜
返
り
点
や
句
読
点
を
付
し
た
。

一
、
本
文
に
置
き
換
え
ら
れ
る
文
字
は
亀
甲
括
弧
〔
〕、
そ
れ
以
外
の
註
は

丸
括
弧
（
）
に
よ
り
傍
書
し
た
。
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Ⅱ
【
第
二
紙
】

　

宇
田
郡
佐
山
郷
戸
主
従
八
位
下
清
麿
解
申
常
土
売
買
券
文
事

　
　

十
六
条
九
二
原
田
壱
段

　

右
件
墾
田
、
稲
伍
拾
束
□
〔
矣
ヵ
〕充二

価
直
一

、
切
二

　

常
土
一

沽
二

矣
同
郷
戸
主
田
彦
一

既
畢
。
竹
〔
以
ヵ
〕

　

立
券
文
如
レ

件
。
以
解
。

　
　
　
　

 

延
暦
弐
年
八
月
十
六
日
売
人
宇
田
「
清
麻
呂
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
宇
田
公
「
益
人
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

宇
田
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

保
証
宇
田
公
「
吉
直
」

　

郡
判　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

徴
部
宇
田
人
「
貞
吉
」

　

副
擬
大
領
宇
田
秦
公　
　
　

 

頭
頂
〔
領
ヵ
〕宇
田
公

　

 

大
領
宇
田
公
「
連
足
」
擬
主
帳
秦
公

　

副
擬
少
領
宇
田
公（「

宇
陀
郡
印
」
二
二
顆
お
よ
び
端
裏
・
奥
裏
に
二
顆
ず
つ
あ
り
）

Ⅲ
・
Ⅳ
【
第
三
・
四
紙
】

　

宇
陀
郡
龍
門
郷
戸
主
秦
村
行
解
申
墾
田
売
買
立
券
文
事

　
　
　

十
条
弐
野
参
段
六
歩

　

 

右
件
墾
田
、
用
二

正
税
稲
五
拾
六
束
弐
把
一

充
二

　

 

価
直
一

、
切
二

常
土
一

同
荘
戸
主
葛
井
根
道
売
与

　

 

畢
。
竹
〔
以
ヵ
〕立

券
文
。
仍
注
レ

事
如
レ

件
。
以
解
。

　
　
　
　
　

 

天
平
宝
字
二
年
三
月
廿
六
日
墾
田
主
秦
村
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
田
「
貞
久
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

僧　
「
義
法
」

　
　

擬
大
領
従
八
位
上
宇
田

　
　

副
擬
大
領
正
七
位
上
「
広
邦
」　　

郷
長
宇
田
「
吉
金
」

　
　

少
領
大
初
位
勲

（「
宇
陀
郡
印
」
一
九
顆
あ
り
）（
第
三
紙
）」

（
継
目
に
「
宇
陀
郡
印
」
三
顆
あ
り
）

　

右
田
、
当
家
所
二
相
伝
一
也
。
仍
寄
二
附
薬
師
堂
一
矣
。

 

長
徳
三
年
八
月
十
二
日
正
八
位
上
造
寺
使
主
典
葛
井
連
道
連
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件
墾
田
、
葛
井
道
連
所
三

寄
二

進

　

正
暦
寺
一

実
也
。
依
再
判
之
畢
。

　
　
　

 

八
月
十
五
日
擬
大
領
従
八
位
下
宇
田
「
長
一
」

　
　
　
　
　
　
　
　

 

軋
大
領
正
七
位
上
卜
部
「
雄
安
」

　
　
　
　
　
　
　
　

 

副
少
領
大
初
位
下
秦
「
香
村
」

（「
宇
陀
郡
印
」
九
顆
、
奥
に
「
正
暦
寺
印
」
一
顆
あ
り
）（
第
四
紙
）」

Ⅴ
【
第
五
紙
】

　

民
部
省　

移
正
暦
寺

　

合
単
僧
伍
人

　
　
　

合
米
参
斛
伍
斗　
人
別
日
壱
斗

　
　
　

壱
人
導
師

　
　
　

弐
人
賛

　
　
　

壱
人
唄

　
　
　

壱
人
仏
名

　

右
、
於
二

神
泉
苑
一

従
二

六
月
二
日
一

至
二

八
日
一

請
雨

　

祈
祷
料
所
レ

給
如
レ

前
。
故
移
。

　
　
　
　

長
徳
四
年
七
月
一
日
従
六
位
下
行
大
允
津
嶋
朝
臣
「
行
道
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
七
位
上
行
少
録
韓
国
連
「
倍
万
呂
」

　
　

大
輔
正
五
位
下
紀
「
朝
臣
」

（「
民
部
省
印
」
一
〇
顆
あ
り
）
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◇
『
正
暦
寺
起
縁
』［
２
］
翻
刻

（
表
紙
外
題
）

　
　
「
正
暦
寺
縁
起
」

１　
　

大
倭
国
添
上
郡
正
暦
寺
起
縁

菩
提
山
正
暦
寺
者
永
延
帝　

勅
願
也
。
正
暦
二
年

正
月
七
日
夜
夢
、　

帝
薬
師
仏
則
告
曰
。
予
去
二

王
土
一

既
及
二

南
十
余
里
一

。
東
霊
山
有
二

一
巌
一

、
内
居
久
。
早
一

５　

宇
可
二

草
創
一

。
永
可
レ

守
二

護
国
家
一

。
覚　

勅
令
レ

探
二

其

事
跡
一

、
途
出
二

一
白
髪
翁
一

、
使
告
曰
。
我
是
当
国
三
笠

山
之
神
也
。
従
レ

此
去
東
及
二

十
余
町
一

山
中
有
二

一
巌
一

、

内
二

瑠
璃
光
仏
一

。
是
希
代
霊
像
而
天
竺
龍
樹
菩

薩
所
レ

造
。
而
善
無
畏
将
二

来
玆
一

于
所
二

収
置
一

也
。
予

10　

累
年
雖
二

附
属
一

未
レ

出
レ

世
、
時
至
レ

今
。
猶
至
レ

随
レ

予
、
至
レ

彼
可

先
使
而
至
レ

窟
得
二

壱
像
一

、
皈
レ

都
爾
上
表
。

勅
感
レ

不
レ

斜
。　

□
〔
詔
ヵ
〕二

賢
俊
僧
都
一

営
二

一
宇
一

。
名
二　
　
　
　
　
（
第
一
紙
）」

勅
、
菩
提
山
正
暦
寺
又
龍
華
樹
院
一

。
永
令
レ

祈
二

四

15　

海
安
穏
一

法
蜜
道
場
也
。

伽
藍

金
堂

堂
板
縁
。

20　
　

金
銅
薬
師
仏　
龍
樹
菩
薩
所
レ

造
、
三
蔵
善
無
畏
将
来
。

　
　
　
　

脇
侍　
　
　
　

十
二
神
将　
行
基
菩
薩
作

灌
頂
堂　
　

　
　
　

大
日
仏　
　
空
海
僧
都
作

　
　

 　
　

脇
侍
愛
染
王

不
動
王

25　

円
通
殿
瓦
葺
板
敷
。
四
方
板
縁
。
高
欄
前
広
縁
附
。　

長
弐
丈
五
尺
、
広
弐
丈
参
尺
、
高
弐
丈
伍
尺
。

　
　
　
　

如
意
輪
観
自
在　
鑑
真
和
尚
将
来

　
　
　
　
　

 

脇
侍　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
重
塔
檜
皮
葺
。
長
広
各
壱
丈
、
高
四
丈
漆
尺
伍
寸
。

　
　
　
　

多
宝
仏　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
二
紙
）」

30　

地
蔵
堂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

地
蔵
菩
薩　
　
　
　
　
　
　

鐘
楼
檜
皮
葺
。
長
広
各
壱
丈
参
尺
、
高
参
丈
八
尺
。

　
　
　
　

鋳
鐘
径
二
尺
六
寸
、
長
伍
尺
。

湯
屋

35　

鎮
守
三
社

　
　
　
　

八
幡
宮

　
　
　
　

春
日
宮

　
　
　
　

八
大
龍
王

瓦
葺
板
敷
板
縁
。
三
方
板
戸
。
長
参
丈
五
尺
、
広
参
丈
、
高
弐

丈
八
尺
五
寸
。

執
金
剛
神　

運
慶
作
。
元
東
大
寺
在
草
創
時
、

多
聞
天　

移
置
。

板
葺
。四
方
板
縁
。板
敷
土
塗
唐
戸
。長
二
丈
伍
尺
、広
弐
丈
、

高
弐
丈
弐
尺
。丈

参
尺
伍
寸
、
脇
八
寸
之
小
尊
。
伍
佰
躯
置
時

之
、
百
官
百
位
家
共
壱
躯
。

桧
皮
葺
板
敷
。
四
方
板
縁
。
高
欄
唐
戸
。
板
障
子
。

長
伍
丈
六
尺
、
広
四
丈
八
尺
伍
寸
、
高
五
丈
。
以
二

細
殿
一

属
。
灌
頂

瓦
葺
板
壁
。
長
四
丈
、
広
弐
丈
五
寸
。
懸
二

浴
室
牌
一

。

日
光
仏

月
光
仏

レ

得
二

壱
像
一

。
後
皈
レ

朝
早
可
二

奏
聞
一

。
為
二

国
家
一

可
レ

成
レ
与
レ

神
。
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40　
　

宝
庫
一
宇　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

僧
房　
　
　
　
　
　
　
　
　

庫
裡
瓦
葺
土
塗
板
敷
。
長
四
丈
六
尺
伍
寸
、
広
参
丈
八
尺
、
高
参
丈
。

45　

薪
屋
草
葺
吹
貫
。長
壱
丈
八
尺
、広
壱
丈
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
三
紙
）」

寺
宝

　
　
　
　

四
牙
仏
舎
利

　
　
　
　

薬
師
経　
永
延
帝
宸
翰
。

　
　
　
　

般
若
心
経　
菅
原
道
□
公
書
。

50　
　
　

華
厳
経

　
　
　
　

大
日
経

　
　
　
　

法
華
経　

 

従
二

延
暦
寺
一

移
。

　
　
　
　

大
仏
頂
陀
羅
尼
経

　
　
　
　

灌
頂
経

55　
　
　

遺
教
経　
□
□
太
子
伝
来
。

　
　
　
　

唯
識
論
壱
部

　
　
　
　

俱
舎
論
疏
壱
部

　
　
　
　

赤
銅
花
瓶
伍
雙　
各
大
参
尺
。

　
　
　
　

白
銀
柄
香
炉
壱
口

60　
　
　

香
木
如
意
壱
柄

　
　
　
　

高
座
弐
前　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
四
紙
）」

　
　
　
　

経
机
参
拾
前

　
　
　
　

華
蘰
弐
拾
口　
内
八
口
小
。

　
　
　
　

金
押
屏
風
弐
雙

65　
　
　

大
檀
参
口　

　
　
　
　

礼
盤
弐
拾
口　
畳
属
。

　
　
　
　

磬
弐
口　
共
打
木
添
。

　
　
　
　

木
鉦
壱
口

　
　
　
　

朱
漆
塗
盤
肆
口　
布
薩
調
度
。

70　
　
　

紗
張
障
子
弐
口

　
　
　
　

水
精
珠
数
弐
口

絵
本
尊

　

孔
雀
王
壱
軸

　

成
道
釈
迦

75　
　

文
殊
菩
薩
壱
躯

　
　
　

三
国
伝
灯
系
譜
壱
軸

　
　
　

涅
槃
仏　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
五
紙
）」

　
　

寺
地
行
程

　
　

去
二

平
城
二

漆
拾
伍
町
在
レ

巽
。

80　

南
北
壱
拾
弐
町
、
東
西
弐
拾
玖
□
。
山
林
等
共

各
檜
皮
葺
。
長
参
尺
八
寸
、
広
三
尺
。
朱
塗
板
張
壁
共
。
瑞
籬
内

崇
前
立
花
。
表
壱
口
。
猶
龍
王
社
者
正
暦
四
年
夏
四
海
共
大
日
干
、

依　
　
レ

勅
賢
俊
僧
都
閼
伽
幷
傍
面
祈
雨
于
時
勧
請
。
後
外
二
社

共
爰
于
安
崇
。

瓦
葺
泥
塗
。
長
広
共
弐
丈
参
尺
、
高
参
丈
。
在
金

堂
□
宝
蔵
者
也
。

板
葺
泥
塗
。
畳
間
板
間
交
之
。
長
伍
丈
、
広
四
丈
、
高
参
丈
弐
尺
。

障
子
唐
戸
板
縁
。

空
海
和
尚
従
恵
杲
阿
舎
梨
附
属
尚
之

内
壱
巻
。

各
漆
塗
。
花
皿
、
花
瓶
、
香
炉
等
、
悉
皆

属
。
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量
。
去
二

金
堂
一

及
二

艮
捌
町
一

、
置
二

鉢
伏
郷
一

、
是
霊
山
所

レ

移
也
。
南
建
二

楼
門
一

、
禁
二

非
常
犯
掟
輩
入
一

。
朝
暮
祈
二

国
家
一

。

山
林
壱
佰
参
拾
伍
歩
。
在
二

寺
地
一

。

85　

同
郡
池
田
郷
墾
田
弐
佰
町
参
段
捌
歩
為
二

仏
供

料
一

、
猶
三

布
二

施
寺
僧
一

。　
　

勅
、
永
賜
二

賢
俊
僧
都
一

。
□
〔
亦
ヵ
〕

於
二

鉢
伏
一

賜
二

菜
薗
弐
段
陸
歩
一

。
右
濫
場
〔
觴
ヵ
〕、
為

レ

令
レ

知
二

後
代
員
衆
一

合
談
。
一
山
□
〔
群
ヵ
〕衆
謹
記
。

90　
　
　
　
　

長
徳
二
年
四
月
十
五
日
知
事
位
僧
「
定
□
〔
丙
ヵ
〕」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
儀
僧
「
洋
恵
」　

（
第
六
紙
）」

95　

大
威
儀
師
和
尚
位
「
行
完
」

従
儀
師
和
尚
位
「
賢
延
」

僧
都
伝
灯
和
尚
位
「
義
秀
」

100　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
華
樹
院
宝
庫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
七
紙
）」

（
端
に
「
帝
国
図
書
館
蔵
」
印
一
顆
、二
重
丸
の
内
側
の
丸
内
に
「
図
」、外
側
の
丸
内
に
「
明

治
四
〇
・
三
・
二
六
・
購
求
」
印
一
顆
あ
り
。「
正
暦
寺
印
」
七
二
顆
あ
り
）
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◆
関
連
史
料

ⅶ
【
大
同
二
年
宇
陀
郡
売
券
】

（『
平
安
遺
文
』
第
八
巻
四
三
二
八
号
か
ら
転
載
。
返
り
点
・
句
読
点
は
筆
者
）

宇
陀
郡
戸
主
三
善
深
主
解
申
正
税
売
買
墾
田
立
券
文
事

　
　

十
条
六
里
五
野
中
田
西
弐
段
百
歩

右
、
件
墾
田
用
二

正
税
六
拾
束
一

充
二

価
直
一

、
切
二

常
土
一

売
二

与
同
郷
調
首

深
主
一

巳
畢
。
望
請
、
准
レ

式
欲
立
券
文
。
仍
注
レ

事
如
レ

件
。
以
解
。

　
　
　
　

大
同
二
年
正
月
廿
八
日　

墾
田
主
三
善
深
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
田
公
彦
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
田
公
高
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郷
長
宇
田
公
真
永

擬
大
領
外
従
八
位
下
宇
陀
公
田
雄

副
擬
大
領
正
七
位
上
宇
陀
公　

擬
主
帳
平
群

少
領
従
八
位
下
十
二
等

ⅷ
【
養
老
六
年
宇
陀
郡
売
券
】（
註
32
書
か
ら
転
載
。
返
点
・
句
読
点
は
筆
者
）

宇
陀
都
山
里
郷
戸
主
津
嶋
国
春
解
申
売
買
墾
田
立
券
文
事

　

六
条
三
野
西
壱
段

右
件
墾
田
、
所
レ

負
正
税
稲
五
拾
束
充
二

矣
価

宣
一

。
切
二

常
土
一

活
二

矣
根
屋
荘
奈
良
岩
上
一

既
畢
。

竹
立
券
文
如
レ

件
。
以
解
。

　

養
老
六
年
三
月
廿
四
日
墾
田
主
津
嶋
国
香

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
陀
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
陀
公
延
吉

判
之　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

郷
長
宇
陀
永
豊

擬
大
領
従
八
位
上
宇
陀

副
大
領
従
八
位
下
宇
陀
正
人

少
領
少
初
位
上
勲
四
等

副
擬
大
領
少
初
位
下
野
守
種
雄

右
件
墾
田
当
家
代
々
所
二

相
伝
一

依
正
暦
寺

薬
師
堂
奉
二

寄
附
一

畢

　
　
　
　
　

長
保
三
年
二
月
八
日　

津
嶋
信
道

再
判
之

権
大
領
正
八
位
下
宇
田
公
民
定

副
擬
少
領
従
八
位
下
宇
田
久
長
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